
（別紙様式４－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

（ 熊本県立小国高等 ）学校 令和５年度（２０２３年度）学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
教育基本法の理念及び「令和５年度（２０２３年度）県立中学校・高等学校における教育指導の重点」

と本校の三綱領「尚志・勉学・自主」の具現化を図る｡基本的人権の尊重に基づき、深い愛情と理解をもっ
て、生徒一人一人の教育的ニーズに応じた最適な指導・支援を行い、徳（豊かな人間性）・体（健康と体
力）・知（確かな学力）の調和のとれた生きる力を備えた総合的人間力の育成に努める。また、郷土に思
いを馳せ、生涯にわたって郷土に誇りを持てる人材に育てる。 

 

２ 本年度の重点目標 
◎テーマ  『挑戦』～やり抜く力・諦めない心～ 
◎３つの重点 

(1)生徒一人一人の適性、教育的ニーズに応じた指導・支援の実践 
 (2)スクール・ミッションを踏まえ、次の１０年に向けた教育の充実 
 (3)COREハイスクール、学力向上、E-Assessment等の研究指定校の推進 

 

３ 自己評価総括表 
評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
学校 
経営 

 

安心・安全
な学校環境
づくり 
 

災害時における
生徒の安全確保 

防災教育を通
して防災意識
を高め、災害の
危機を理解し
て自らの安全
を確保する行
動や日常の備
えができるよ
うにする。 

定期的に防災だ
よりを発行し防
災への理解と意
識を高める。発生
時間、場所を予告
せずに避難訓練
を実施し自主的
に判断し行動す
る力を養う。実際
の災害に備えて
備蓄物資を学校
に保管する。 

Ｂ 
 

定期的な防災だよりの
発行や危機予測力を高
める避難訓練、緊急地
震速報による訓練を実
施し、防災意識が高ま
った。非常用備蓄物資
の提出は学年によりば
らつきがあり、育志会
総会等で保護者への啓
発や教職員の意識を高
め、防災対策・防災教育
を継続していく。 

保健教育・教育相
談体制の充実 

思春期の心身
の課題に対し
て、専門的立場
の方からの学
びの機会を設
け、望ましい意
志決定・行動が
とれるように
する。 

各学年の実態に
応じたストレス
対処教育、全校生
徒に向けた性教
育、薬物乱用防止
教育について、専
門的立場の方か
らの講話を実施
する。生徒の心身
の不調等につい
て、SCやSSWなど
と連携し支援に
つなげる。 

Ｂ 

１年生へ SC によるスト
レス対処教育を実施。各
講演会も専門の講師を
招き実施できた。特に性
教育講演会では生徒の
実態を加味し「デート
DV」をテーマに講師を選
定。引き続き生徒の実態
に合った講師選定が課
題である。心の不調があ
る生徒へは SC 利用を促
し、面談に繋げている。
今後も SC 等専門職との
適切な連携に努め、より
一層の活用を目指す。 

開かれた学
校づくり 

積極的な情報の
発信 

小国高校の今
を伝えるため
定期的にホー
ムページを更
新するととも
に、学期に１回
小国高通信を
発行する。地元
のラジオ放送
やケーブルテ
レビで学校の
様子を伝える。 

部活動や校内行
事に関する記事
を募り、ホームペ
ージを定期的に
更新する。小国高
通信を作成し、近
隣の学校に配付
する。地元のメデ
ィアに学校の行
事等を伝えるた
め情報を提供す
る。 

Ｂ 

総合的な探究の時間に
まつわるページを新設
したり、校内行事実施
時に各種メディアの取
材を依頼したりするこ
とにより、校内外での
生徒の活動の様子が外
部に発信されるように
努めた。更新頻度や記
事の内容の偏りについ
て、今後改善の余地が
あると思われる。 

保護者や地域の
方との交流の活
性化 

学校行事への
保護者及び地
域の方の参加

育志会役員会や
ホームページ、地
元メディア及び

 
 
 

安心安全メールやすぐ
ーる、小国高通信、草泊
り、地元メディアへの



者を増やす。 小国高通信を活
用して行事の紹
介や案内を行う。
また、今年度は各
行事において保
護者や地域の方
も参加しやすい
よう積極的に行
事への参加案内
を行う。 

 
 

Ｂ 

情報提供等によって、
学校行事等の地域・保
護者への情報発信を行
った。 

学校 
経営 
 

業務改善・
働き方改革 

勤務環境等の整備 行事の精選、見
直し等を 検討
するとともに、
相互信頼に基
づいた心身と
もに安心感の
ある職場、休み
を取りやすい
雰囲気づくり
を実現する。 

勤務実態調査、学
校自己評価、管理
職面談等による
意見交換を通し
て適宜改善を図
る。また、定時退
勤を奨励する日
を最低月に１回
は設ける。 

Ｂ 

一部の校務分掌を見直
すなど適宜業務の合理
化に取り組んだ。また
定時退勤日を設け働き
方改革への意識づけを
図った。小規模校ゆえ
職員一人当たりの業務
が過多になりがちであ
り、新型コロナウイル
ス感染症５類移行によ
る行事再開に伴って負
担が増える面もあるた
め、今後一層の業務改
善に努めたい。 

学力 
向上 
 

主体的・対
話的で深い
学びの実現 

職員の授業力向上
に向けた取組 

授業の構成、指
示の仕方、ICT
の活用等につ
いて教科を越
えて意見交換
をし、学校全体
で授業力向上
を目指す雰囲
気づくりをす
る。 

公開授業週間に
おいて職員間で
授業見学を行う
ことにより、授業
についての意見
交換やアンケー
トを行う。 

Ｂ 

公開授業週間は職員間
でも授業を見学し合う
“I-skill week”とし
て、見学した授業に対
してアンケートを記入
及び、提出してもらっ
た。アンケートは授業
者にも渡し、教科を横
断した意見交換をする
ことができた。 

観点別評価方法の
確立 

各教科で観点
別評価を実施
するとともに、
教科を越えて
情報を共有す
ることで、より
良い評価方法
を確立する。 

観点別評価につ
いての職員研修
を実施し、情報交
換・意見交換の場
を作り全職員で
観点別評価につ
いて理解を深め
る機会を作る。 

Ｂ 

学校として一元化した
観点別評価の在り方を
提示することができた
。学期毎の評価を年間
で統一したファイルに
できるよう、継続して
検討・協議を重ねてい
きたい。 

家庭学習時
間の確保と
習慣化 

家庭学習に対する
意欲向上と習慣化 

家庭学習時間
調査において
コース別に定
めている 生徒
の目標学習時
間到達割合を、
6 0％以上にす
る。 

Google classroo
mを活用した調査
を行う。生徒の家
庭学習時間の個
票をもとに担任
や教科担当者が
面談等に活用す
ることで、生徒へ
の声かけや指導
を促進する。 

Ｂ 

Google classroomを活
用し生徒によるスムー
ズな回答が得られてい
る。家庭学習時間調査
における生徒の目標学
習時間到達割合は78.8
％で、目標を達成でき
た。目標時間の到達だ
けでなく、家庭での学
習の意識・意欲を高め
させる更なる工夫が必
要であると考える。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

3年間を見
通したキャ
リア教育の
推進 

個に応じた進路指
導の充実 

スタディサプ
リの活用 の推
進を継続する
とともに、１・
２学年進学希
望者を対象と
した講座（ＯＴ
）を開講する。 

進路指導部会を
充実させるとと
もに、各学年、各
校務分掌におけ
る成果や課題を
共有する体制を
整える。また、ス
タディサプリや
進学ＯＴの効果
的な運用を目指
す。 

Ｂ 

生徒、教員向けにスタ
ディサプリ活用ガイダ
ンスを実施するなどし
て、３年生を中心に１
学期の活用が頻繁だっ
た。一方で、自主的かつ
継続的な活用には課題
が残る。進路指導部会
の充実や進学OTは、概
ね満足できるが、改善
点を集約したので、次
年度に反映させたい。 



社会へ貢献できる
生徒の育成 

「キャリアパ
スポート」を利
用した活動を
推進し、「小国
高校で身につ
けてほしい力」
を意識して生
活することが
できる生徒を
増加させる。 

キャリアパスポ
ート作成計画に
沿って、生徒が学
びを記録できる
よう、各学年・担
任との連携や支
援に取り組む。 

Ｃ 

行事に対する事前・事
後の指導に課題がある
と考える。目的を明確
にすることや振り返り
により生徒が自分事と
して捉える手段として
のキャリアパスポート
の活用に工夫を凝らし
たい。 

進路目標の
実現 
 
 

教員の進路指導力
の向上 

教員にアンケ
ートを実施し、
生徒や保護者
に対して必要
な進路情報を
提供できる教
職員の割合を
全体の 2 5％以
上にする。 

職員の進路指導
力向上のために
研修機会を提供
する。 

Ａ 

学校評価アンケート（
生徒）における「進路に
関して先生は相談によ
く応じてくれる。また
アドバイスは適切であ
る。」という項目におい
て、99.1％の生徒がそ
う思うと回答した。 

３年生全員の進路
実現の達成 

全職員が関わ
る進路指導を
実践する。 

面接指導や小論
文指導について、
全職員で指導を
行う。 

Ｂ 

一部未定の生徒はいる
ものの全体的には概ね
第一志望への内定や合
格を掴み取っている。
ここに至るまでに全職
員が生徒の進路実現に
かかわり指導をしてお
り、今後もこの体制を
維持・継続したい。一方
で低学年時のキャリア
教育に課題を見出した
ため、次年度に向けて
改善したい。 

生徒 
指導 
 

基本的生活
習慣の確立 

コロナ禍後の生活
様式とマナー、学
校生活の指導の徹
底 

コロナ禍後の
生活様式や社
会生活に伴い、
差別を許さな
い姿勢や基本
的生活習慣に
ついて指導を
徹底する。 

集会で講話を実
施するとともに、
学年と連携して
コロナ禍後の個
を尊重する生活
様式や基本的生
活習慣の指導を
徹底する。 

Ａ 

５月に脱コロナ禍とな
り、日常を取り戻しつ
つあるが、引き続き偏
見や差別のないよう、
状況に応じた周知をし
ている。また、コロナが
完全になくなったわけ
ではないので、保健部
と連携し、生徒の生活
状況把握や対策を講じ
ている。定期的に感染
者は出ているものの大
きな感染拡大には至っ
ていない。今後も状況
に応じた対策をしてい
く必要がある。 

予防指導の徹底 特別指導につ
ながる事例や
事件、事故など
の危機を予測
し、声かけや事
前指導の機会
を定期的に設
ける。 

生徒指導部職員
を中心に登校指
導を実施し、継続
的に声かけを行
う。生徒の現状に
合わせ、長期休暇
前や行事前後に
内容を厳選して
集会で講話等を
行う。 

 

 

 

 

 

Ａ 

今年度は特別指導が０
件である。今後も啓発
を続け、生徒が大きな
事件や事故にあわない
ように事前指導を心が
ける。校則を定期的に
見直すことや各学年、
担任と連携した指導を
中心とした取り組みを
継続して取り組んでい
く。 



交通道徳に
関する意識
の高揚 

交通事故・交通違
反指導の徹底 

重傷に繫がる
交通事故「０」
、交通違反「０
」 

交通安全教室を
開催し、交通委員
が定期的に交通
安全について呼
びかける。 

交通関連情報を
職員に周知する
ことで指導の統
一を図る。 Ｂ 

現在のところ今年度の
交通事故、交通違反は
０件である。小国警察
署の方を講師として招
き、交通教室を実施し
た。最近の交通事情に
応じた講話をしていた
だき、生徒への交通安
全への意識向上を促し
た。また、自転車に乗る
際のヘルメット着用が
努力義務化となり、生
徒の実状に応じ、地域
と連携した新しいルー
ル作りも今後の課題で
ある。 

人権教
育の推
進 

人権教育に

対する理解

の深化 

 

地域の人権関係行

事への参加 

小国郷人権啓

発フェスティ

バルやきよら

人権デー に向

けて人勧作文

作成を１年生

全員で取り組

む。小国町人権

子ども会にお

ける教科学習

会や人権学習

の充実を図る。 

フェスティバル

に関する事前指

導と振り返りを

実施し、取組の充

実を図る。小国町

人権子ども会で

は教科学習会の

取組以外にも熊

本県人権子ども

集会へ参加する

など取組の充実

を図る。 

Ａ 

小国町人権子ども会に

おける教科学習会は昨

年度とほぼ同数実施で

きたが、参加する職員

が大きく増えた。小国

町人権啓発フェスティ

バル、きよら人権デー

に向け１年生全員が人

権作文に取り組み代表

生徒が発表を行った。

また、熊本県人権子ど

も集会がオンデマンド

配信になったことを受

けて、２年生全員で視

聴することができた。 

人権教育に取り組

む姿勢の捉え直し 

教師が自身の

姿勢を言葉で

表現し発信で

きるようにな

る。 

人権に関する研

修会等に全職員

１回以上参加す

る。人権教育実践

報告(レポート)

を作成する。校内

研修では、レポー

ト等について相

互に意見を交換

することで人権

教育に関する理

解を深める。 

Ａ 

今年度は、人権に関す

る研修会等全員１回以

上参加することができ

た。対外的な取り組み

及び校内研修を通じ

て、人権教育に関する

理解を深めることがで

きた。 

命を大切に

する心を育

む指導 

 

自尊感情と自己有

用感を高める 

生徒に命の大

切さを再認識

させ、自身の大

切さと役割に

気づかせる。心

のアンケートに

おいて｢誰かの

役に立っている

ことがある｣、｢

自信のあること

や自慢できるこ

とがある」と答

える生徒を昨年

度の県平均以上

スクールカウン

セラー講話、体育

大会、小国高校フ

ェスティバル等

の諸活動を通じ

て生徒に様々な

体験を行わせる。

実践毎にアンケ

ートやポートフ

ォリオ等を活用

し、自身を見つめ

直す機会を持ち、

自信に繋げる。 

Ｂ 

昨年度の｢誰かの役に

立っていることが少し

ある｣、「自信のあるこ

とや自慢できることが

ある」と答えた生徒は

県の平均を上回る結果

となった。しかし、「誰

かの役に立っているこ

とがある」と回答した

生徒が若干県の平均を

下回り課題が残った。 



にする。 

いじめ
の防止
等 

いじめの未

然防止 

 

 

人権意識を高め、自

身の行動がどのよ

うな影響を及ぼす

かといった想像力

を育む 

いじめる側につ

いての問題、集

団の中に属する

生徒についての

問題、人の痛み

がわかるように

なること等につ

いて生徒に理解

させる。 

人権教育ＬＨＲ

を計画的に実施

する。人権週間に

合わせた人権朝

読書を行い、人権

作文、標語を作成

する。人権係を中

心として、クラス

への呼びかけを

充実させる。 

 

Ａ 

全校生徒から募集した

人権標語を１００点選

出し、小国町人権啓発フ

ェスティバルで展示し

たり、隣保館が作成する

人権カレンダーに掲載

した。学校全体で人権意

識を高める取り組みが

できた。 

いじめの早

期発見とい

じめ事案へ

の対応 

 

アンケート調査の

実施と事後対応 

いじめ事案につ

いては解消率

100％を達成す

る。 

各学期１回いじ

めアンケート（心

のアンケート）を

実施する。いじめ

事案が発生した

場合、速やかに対

応する。 

Ｂ 

計画通り学期１回の実

施ができた。いじめ事案

に対し、早期の解決に向

け組織的に取り組むこ

とができた。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

地域協働活
動の推進 

総合的な探究の
時間の活用 

地元のことを
学び、考え、伝
えるための「小
国郷を知る」講
座に加えて、CO
R Eハイスクー
ル・ネットワー
ク構想におい
て、他地域の高
校と連携した
課題解決型の
学習活動を行
う。 

地域の魅力を引
き出し、課題を解
決するための具
体的方策を両町
役場及び地域の
有識者等と連携
して提案する。ま
た、県外を含めた
他地域の生徒と
意見交換を重ね、
探究活動の深化
を図る。 

Ａ 

尚志探究における新た
な取組として（地域の有
識者による講演会、ラン
チミーティング、小国郷
町歩き、尚志校内発表会
等）を実践し１・２年と
もにコミュニケーショ
ン能力をはじめとした
資質・能力の育成に繋が
る充実した活動を行え
た。その結果、生徒のア
イデアから「OGUNIギフ
ト」が誕生し、地域活性
化に繋がる今後の小国
高校の総探の柱となる
画期的な取組が提案で
きた。 

地域団体との協
働活動の実践 

ボランティア
活動に積極的
に参加する。高
齢者支援 や障
がい者支援な
ど、地域で必要
とされている
活動に全校生
徒の６割以上
が取り組む。 

両町の社会福祉
協議会等と連携
して、高齢者支援
や障がい者支援、
子育て支援、美化
活動などに参加
し福祉活動に対
する生徒の理解
を深め、積極的に
携わる姿勢を育
てる。 

 
 
 
 
 

Ｂ 

ボランティア学習会、子
どもデイサービスボラ
ンティア、小中学校生へ
の学習支援、手話学習会
等、1月末時点で参加者
延べ数は102名で延べ数
としては全校生徒の約8
2.9％と昨年度を若干下
回った。 
 

学校運営協
議会制度の
充実 
 

学校運営協議会の
支援による特色あ
る学校づくり 

本校に対する
要望等を聴取
し、本校の役割
を明確にして
地域からの信
頼と相互理解
に基づく関係
を構築する。 

学校運営及び地
域貢献に生かす
ために、学校運営
協議会だけでな
く、授業参観や学
校行事において
も委員を中心と
した地域の方と
意見交換を行う。 

Ｂ 

授業参観に伴う意見交
換や指定を受けている
文部科学省・県教育委
員会の研究事業に係る
地域との探究活動の協
働など、様々な形で支
援を受け地域とともに
ある学校づくりに資し
た。 



中高一
貫教育
の推進 

中高一貫教
育の充実 
 

三校合同の交流活
動の充実（交流授
業や生徒交流） 
 

交流授業を８
回以上実施す
る。 
コロナ禍によ
り実施できな
かった生徒交
流を実現する。 
 

三校の生徒が集
う芸術鑑賞の日
程の中や、体験入
学、探究活動報告
会など中学生と
交流の場を設定
する。 

Ｂ 

交流授業は目標回数を
達成できている。生徒
の交流を行う計画につ
いて、アイデアや検討
案はあがるものの、双
方の日程調整や送迎手
段など課題が多く実施
までは至らなかった。
体験入学において中学
３年生と高校生との交
流の場としてグループ
ワーク等を実施するこ
とができ、協働して地
域課題について考えら
れた。今後も生徒交流
の在り方を検討してい
きたい。 

COREﾊｲｽ
ｸｰﾙ･ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ事業 

くまもと夢
への架け橋
ﾈｯﾄﾜｰｸ構想
の推進 

各構成校、教育セ
ンター、地域との
連携・協働実践 

主体的、探究的
に学ぶ姿勢や
能力を身につ
けるとともに、
進路実現に向
けた学力、教養
を養成する。 
 

ICTを活用した遠
隔授業、地域の教
育資源を活用し
た探究的な学び
を、構成校と協力
しながら円滑に
実践する。 Ａ 

昨年度以上に、生徒に
とって有意義な取組と
なった。遠隔授業では、
発展英語、声楽が追加
され、切磋琢磨しなが
ら学習することで学習
意欲の向上につながっ
た。また、オンライン探
究では、牛深高校と連
携を行い、牛深のイル
ミネーションイベント
に本校生の作品を出品
できた。 

 

４ 学校関係者評価 
【昨年度】 
○全体的にバランスの取れた良い教育活動を行えている。計画に沿った学校運営が適切に実践されてい 
る印象を持っている。 
○この１年間補導される生徒等もなく、非常に上手く指導をされている印象。地元ケーブルテレビを活
用した積極的な情報提供も評価できる。今後も、新たな視点からの取組も行いながら地域の方々に「伝
わる」情報提供をお願いしたい。 
○今の本校は荒れた様子も全くなく大変雰囲気が良い。罰せられるからではなく主体的に校則を守るよ
うに促されている。 
○家庭学習の少なさが例年指摘されている。教員は異動もあるので引継ぎをしっかりと行いながら、継
続的に取り組んでほしい。 
○総合的な探究の時間の成果発表会を見たが、非常に立派だったので驚いた。地元ケーブルテレビで特
番を組んで紹介してもらったらどうか。生徒が頑張っている姿を手軽に見てもらえ、引いては本校の生
徒募集にもつながると思う。 
○生徒のほとんどが地元の小国中学校、南小国中学校の出身であり家庭学習や学校評価という課題やテ
ーマについては中高で一貫している。(連携型中高一貫教育でもあり)今後一層の連携が必要かと思う。 
○アンケートの結果で、SNSやスマートフォンの適切な利用という項目が生徒も保護者も高い。現在、
タブレット端末も含めマナー面等で問題になることが多いが、素晴らしいことだと思う。 
 

 

５ 総合評価 
〇新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い様々な教育活動が以前の形に戻ったが、変化に応じつつ
も教育目標の達成に向けて真摯に取り組んだ。自己評価総括表では評価がＡとＢの項目が多く、また学
校運営協議会委員の方々からも全体的に高い評価をいただき、概ね目標を達成できたと考える。 
〇本校の魅力を発信するため、地域のＦＭラジオやケーブルテレビ局の協力を得て、広報活動に力を入
れた。定期的に番組が放送され、本校の情報と魅力を発信することができ、地域の方から好意的な評価
をいただいている。 
○今年度は文部科学省指定のCOREハイスクール・ネットワーク構想事業の最終年度、また県教育委員会
の学力向上研究指定事業の指定校ということもあり、一層の総合的な探究の時間（地域課題研究）の充
実を図った。特に最終の研究成果発表会は地域の方々に公開し、高い評価をいただいた。 
〇進路指導では、国公立大学をはじめとする進学、公務員等を含む就職についても、ほぼ全員の進路決
定を達成するなど、生徒の希望及び保護者の期待に応える成果が出せたと感じている。 
〇生徒指導では、地元の警察署の協力を得て交通安全教室を開催するなど、交通指導に力を入れた。交
通事故及び交通違反は０件で目標を達成することができた。また、薬物乱用防止に係る講演も学校薬剤
師との連携で実施し、薬物の危険性に係る啓発を図ることができた。 



〇学校評価アンケートの結果から、本校に対する生徒及び保護者の評価は概ね高く、期待されているこ
とを感じる。今後も教育活動の更なる充実を図り、本校の存在価値を高める取組を引き続き行う。 
 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
○地域に根ざした、地元から期待される高校であり続けるために、今後も地域と連携した取組を継続、
発展させて本校の更なる魅力化を図りたい。特に、今年度一層の充実を図ることができている総合的な
探究の時間の地域課題研究等の取組については、地域のコーディネーターの方や地元企業、行政機関等
の方々の御助力も引き続き得ながら更なる発展を目指していきたい。 
〇新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い様々な教育活動が以前の形に戻る中、時期によってはや
や立て込んだ印象もある。１年間を俯瞰しながら必要な整理等を検討していきたい。 
〇学校の魅力、情報発信については鋭意取組んでいるが、地域からは更なる発信を期待する声も聞かれ
る。地域の方々の意見を参考にしながら、現在の取組の更なる充実、新たな工夫を進めていきたい。 
〇各校務分掌で、ICTの積極的な活用による業務の効率化について検討・工夫をしていきたい。 
○中高一貫教育については、合同の芸術鑑賞会や体験入学等、充実した時間を過ごすことができたが、
まだ様々に連携を工夫できる部分があると思われる。来年度の取組が充実するように準備をしていきた
い。 
 

 
 
 


